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1952年の創業当時、日本ではまだ真空技術は普及していませんでした。そのような状況から、常に新しい技術に果敢
に挑戦し、様々な産業界の顧客の要求に応え、市場を切り拓いてきました。ULVACはスマート社会の潮流の中で技
術革新に挑戦し続けます。

ULVACの軌跡
ULVACとは

設立物語

1960

1964
◦ 初の海外法人を香港に

設立

1968
◦ �神奈川県茅ヶ崎市に

本社・工場完成

1969
◦ 輸出促進のため、

英文社名を
「ULVAC CORPORATION」
に変更

1971
◦ 西欧市場開拓の拠点と

して西ドイツハンブル
クに現地法人を設立

1972
◦ アルバック初の研究機

関として超材料研究所
を開設

1975
◦ 北米事務所を開設、同

年に対米輸出の拠点と
して北米に現地法人を
設立

1977
◦ 九州地区の営業活動の

拡大のために鹿児島県
に九州アルバック株式
会社（現・アルバック九
州株式会社）を設立

1970

1982
◦ 台湾に現地法人を設立

◦ 茨城県筑波学園都市
（現・つくば市）市内に
筑波超材料研究所を設立

1983
◦ 中国に北京事務所を開設

1987
◦ 大型装置の生産体制強

化のため、青森県に東
北真空技術株式会社

（現・アルバック東北
株式会社）を設立

1980

2001
◦ 社名を株式会社アルバ

ック（英文名：ULVAC, 
Inc.）に変更

2002
◦ シンガポールに現地法人

を設立

2003
◦ 中国における本格的生

産とフィールドサポート
の拠点を設立

2004
◦ 東証一部上場

◦ �本社・工場（神奈川県茅
ヶ崎市）新社屋完成

2000

1990
◦ 半導体製造装置の専門工

場として静岡県に富士裾
野工場を開設

1995
◦ 中国に真空ポンプの生

産拠点を設立

◦ 韓国に現地法人を設立

1990

2005
◦ 韓国に大型液晶ディス

プレイ製造装置の大規
模生産拠点を設立

◦ タイに現地法人を設立

◦ 韓国と台湾に研究開発拠
点を設立

◦ マレーシアに現地法人を
設立

2006
◦ 台湾に大型液晶ディス

プレイ製造装置の生産
子会社を設立

2007
◦ インドに拠点を設立

2005

2010
◦ 研究開発強化のため、

千葉県の富里工業団地
に千葉超材料研究所を
新設移設

2011
◦ 韓国での研究開発強化

のため、韓国超材料研
究所を設立

2010

1952年、日本が戦後復興に乗り出

そうという時代に、「真空技術で日本

の産業に貢献しよう」と集まった若

い研究者たちの熱い情熱に心を動か

された6人のエンジェルが出資して

誕生しました。

1952
◦ 日本真空技術株式会社

設立

1955
◦ 東京都に大森工場を開

設、国産装置の製造に
着手

1959
◦ 神奈川県に横浜工場を

開設

1952

沿革

新しい業界へのチャレンジ

自動車リフレクター

真空蒸着装置

医薬品

可塑剤用高真空蒸留装置

特殊鋼

100kg用誘導式溶解炉

電卓の液晶表示画面

透明導電膜成膜装置
システム731

ディスク フラットパネルディスプレイ

液晶ディスプレイ製造装置

有機ELディスプレイ

有機ELディスプレイ製造装置

1952~ 1960~ 1973~
化学・医薬・食品 金属・鉄鋼 液晶表示自動車

1975~ 1983~ 1992~ 2016~
半導体 電子記録媒体 FPD 有機EL

インライン式スパッタリング装置

1952年　日本真空技術株式会社 設立

日本真空技術株式会社

初代社長

大澤 善夫
大沢商会会長

藤山 愛一郎
日本商工会議所会頭
大日本製糖社長
外務大臣

弘世 現
日本生命社長

松下 幸之助
松下電器産業社長

山本 為三郎
朝日麦酒社長

設立支援者
６名

それぞれポケットマネーから100万円ずつの出資（現在の2,500万円に相当）

おもしろいですな。
やらなあきまへんで！

おもしろそうだ。
若い世代の未来を
真空で豊かにしたい。

第三代社長

1941年
真空同好会 発足
※1950年

真空技術研究会に改称

米国
真空機器メーカー
NRC社

日本で真空事業を
興したい企業が
あれば、協力を
惜しまない。

協力

第二代社長

出資要請

相談

日本の復興のため、
真空技術の会社を
興したい。

ULVACは、創業から一貫して真空を自由に操る技術を研鑽し、自動車から化学・医薬・食品、冶金、半導体・電子部
品、液晶パネル（FPD）、有機ELディスプレイの量産に至るまで、産業構造の変化とともに新しい技術に果敢に挑戦し、
応用分野を広げてきました。
今後もスマート社会の実現に向け、IoT、ビッグデータ、人工知能、自動運転などの次世代の暮らしを真空技術で支えて
いきます。
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石川 芳次郎
京福電鉄社長

コンピューター Courtesy of IBM Archives

※会社、団体、役職は当時のものです。

2018~
先端半導体・電子デバイス

先端半導体

半導体製造装置

2015
◦ 茨城県つくば市に未来技術

研究所を設立

2016
◦ 中国で大型ディスプレイ用

装置の製造を開始

2018
◦ �大阪大学内にアルバック

未来技術協働研究所を設立

2015




